
別記様式第２号

評価機関名 関東農政局

在来種マルハナ
バチの利用農家

数の割合

基準年
　　　　年度

目標年
　　　　年度

達成率

30% 30% 0% 50%
166.7%
達成

 （※44人中22
人）

（注）成果目標の達成状況欄に達成状況の経過を記載すべき事業にあっては、記載例を参考に列を挿入し、記載するものとする。

令和２年度・
2020年度

　実証ほを設置し、講習会、
検討会及び現地巡回指導を
行うことによって、地域での在
来種マルハナバチ利用上の
注意点を明らかにし、組合員
への在来種マルハナバチの
普及拡大を図った。

成果目標を達成した。栃木県
宇都宮市、上
三川町

ＪＡうつのみやトマト専門
部春トマトグループ

トマト

持続的生産強化対策事業のうち在来種マルハナバチの利用拡大支援事業に関する事業評価票

成 果 目 標 の 達 成 状 況 農林水産省生産局、政策統括官、
地方農政局（北海道農政事務所、
内閣府沖縄総合事務局）の評価所
見

都道府県名 市町村名 事業実施主体名
対象作物
・畜種名

事業実施
初年度

具体的な
取組内容

成果目標の具体的な内容


